
各部会の報告（運営会議実施日：令和６年８月１日時点） 

※前回の開催については、報告済みの会議は除きます。 

相談支援部会  

前回の開催内容報告 令和６年７月３日（水）13：30 ～ 15：00 参加人数 48 名 

7 月の開催内容は、相談支援部会の研修機能として、基幹センター研修会を実施した。 

研修テーマは、「報酬改定について（前編）」で、報酬改定の概要と、いくつかの加算について説

明した後、グループワークを行い、令和 6年度の報酬改定について、日頃の業務の中で、感じてい

ること等を話し合った。 

参加者からは、加算を通して医療や学校、事業所との連携の重要性を改めて確認できたこと、ま

た加算を理解し、算定することで、自らの業務をきちんと評価しようという確認や、意識付けがで

きたとの意見が出た。 

令和 6年度より、この研修は、協議会改編に伴い、協議会の相談支援部会の研修機能に位置づけ

られたことで、これまで以上に研修効果を高め、日々の業務に生かせる研修会にしていきたいと考

えている。 

第 2回目の研修は 11月を予定し、「報酬改定について（後編）」を計画している。 

今回の研修で出た意見を参考に、今後も相談支援専門員のスキルアップを目指していく。 

次回開催予定 

令和６年 8月 7日(水) 13：30～ 

 

精神保健部会  

前回の開催内容報告 令和６年７月 17日（水）13：30 ～ 15：00 参加人数 22 名 

今月は、情報交換や近況報告、事例を通した意見交換や検討など、日々の関わりの中で困ってい

ることや、この場で検討したいこと等の話し合いを行った。 

まずは、情報交換の中では、医療機関の方からは、自殺の入院患者への継続支援についての現状

報告や、行政からはアルコール依存の方への支援、自殺にまつわる相談対応についての報告、ま

た、相談の方からは、精神障害の方の就労についての相談で、福祉就労や一般就労での様々なスト

レスを抱えている現状について、参加者で共有した。 

その後の事例を通した検討については、「障がいから介護へ移行するケース」や「就労を希望し

ている方への連携の仕方」についての話題提供があった。 

いずれも、地域の中で、本人の支援者づくりをしていくことについて、それぞれの役割分担や、

本人のキーパーソンを決めていくことの整理で、スムーズな移行や、繋げる支援の重要性について

話し合った。 

また、「詐欺に巻き込まれやすい方への支援について」の話題提供では、本人の特性や理解度も

考慮しながら、未然に防ぐことへの支援者の限界もあるため、制度の活用や消費者センター、警察

へ、一緒に相談することの必要性についても話題として出た。 

次回開催予定 

令和６年 8月 22 日（木） 13：30～15：30 定例会との合同開催を予定しておりますので、通

常開催日と変更となっておりますのでご了承下さい。 



就労支援部会 

前回の開催内容報告 令和６年７月 18 日(木) 13：30 ～ 14：35 参加人数 26 名 

就労支援部会としてオビパラフェスタへ参画する理由や今後の準備スケジュールなどを事務局

から説明。 

販売・展示チーム、ワークショップチーム、広報・イベントチームに分かれて、「障害者週間」

記念事業実行委員会に案として提出する実施計画を作成した。 

そのほか、帯広市役所での職場体験実習の参加者募集、北海道障がい者スポーツ大会への出店募

集、障がい者就業・生活支援センターだいち主催のイベント開催について周知した。 

次回開催予定 

 令和６年８月８日（木）13:30～14:30 ソネビル６会 研修室 

 

権利擁護部会 

前回の開催内容報告 令和６年７月 30日（火）18：30 ～ 20：00 参加人数 42 名 

帯広市地域自立支援協議会「差別解消部会」と帯広市虐待防止ネットワーク会議を統合後、初め

て代表者会議を開催。 

はじめに、帯広市より、権利擁護部会創設の経過や目的、取組事項、相談窓口と会議の関係等に

ついて説明後、差別に関する相談事例の報告、虐待に関する事業報告を行った。また、令和６年４

月１日に障害者差別解消法の改正法が施行されたことに伴い、帯広市職員対応要領を一部改正し

たことについて報告した。   

次に、「発達障害のある人への合理的配慮～差別や体罰を無くす為に出来ること～」というテー

マで、発達サポートHope 代表 八嶋 利永子 氏 にご講演いただいた。 

合理的配慮の提供のために必要な社会的障壁を取り除くための環境調整や支援の方法につい

て、保護者や支援者の立場から見た事例を通し説明いただいたほか、子ども達が地域で安心安全に

育ち、暮らし、生きていける環境づくりに共に取り組んでいきたいという思いをお話しいただい

た。 

概要や会議資料については、準備が整い次第、帯広市ホームページにて公開予定。 

次回開催予定 

 

 

 

 

 

 

 



医療的ケア児等支援検討部会 

前回の開催内容報告 令和６年７月 10日（水）10：00 ～ 11：00 参加人数 10 名 

第１回 支援ガイドブックプロジェクト会議 ＺＯＯＭ開催 

支援ガイドブックの目指すもの、必要な情報などについて情報交換。 

ライフステージに沿った保護者の知りたい事を整理し、情報量が多すぎる物ではなく、パッと見

てわかるような一覧を作成してみることとなった。保護者も支援者も参考になるようなガイドブ

ックの作成に向けて今後も活動をしていく。 

次回開催予定 

・令和６年１０月１日（火）１５時～ 

・支援ガイドブックプロジェクト 時期未定 

 

地域活動支援センター部会 

前回の開催内容報告 令和６年７月 12日（金）14:00 ～ 15:30 参加人数 14 名 

地域活動支援センターひろばの施設見学を兼ねての開催。 

施設見学後、各センターの近況報告や利用者増に向けた取り組み、催しの開催状況などの情報交

換行い、慧誠会における生活介護や自立訓練などの日中活動の取り組みについての説明を受けた。 

各センターに共通して、利用者の高齢化や重度化、新規の利用者が増えない現状を確認したほ

か、コロナ以前のイベントなどの再開や感染症を考慮した活動の開始などの情報交換を行った。 

また、本部会においては各センター間の連携が取れており、課題の共有もできていることから、

「地活部会」に他の日中活動支援事業所を巻き込んだ「日中活動支援部会」を創設し、より広い連

携を取りつつ、本市における日中活動支援における課題の整理が行えるのではと意見があった。 

 

次回開催予定 

 

 

住まいの部会 

前回の開催内容報告 令和６年７月 22日（月）13:30 ～ 15:00 参加人数 47 名 

 協議会及び部会の概要についての事務局説明、運営体制の決定（部会長、副部会長、企画チーム

の選出）、グループワークを実施。 

今後の部会で「入居・入所サービスの支援の質の向上」、「希望の地域移行を叶えるための支援を

するための学び合い（意識醸成・ノウハウ共有）、関係機関の連携強化」、「グループホーム空き状

況の共有化」の３つをメインテーマとして取り組むことを確認したほか、グループワークでは、グ

ループホームや入所施設の職員、不動産関係などの参加者がグループになり、感じる課題の情報交

換、部会の取組み提案等について話し合った。 

 

次回開催予定 

令和６年 10月頃 



 


